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妊娠中母親のヘモグロビン、ヘマトクリット及び食事による鉄摂取と子ども
のアレルギーの関連

メディカルサポートセンター

本研究では大規模出生コホートデータを用い、妊娠中母親のヘモグロビン、ヘマトクリットと鉄摂取が子どものアレ
ルギー発症に影響を与えないことを明らかにした。研究の限界としては、１）子のアレルギーの診断は質問票より得
られた、医師からの判断ではない、２）ヘモグロビン、ヘマトクリットと食事による鉄摂取は母体の鉄レベルを反映す
る良いバイオマーカーではない、３）統計モデルには父のアレルギー既往を調整していない、また妊娠中晩期のヘ
モグロビン、ヘマトクリと子の貧血と子のアレルギーとの関連を調べていない、４）母体の食事による鉄の摂取量は
FFQに従って計算された、精確ではない可能性がある。

結論、妊娠中母親のヘモグロビン/ヘマトクリットと鉄摂取と3歳児のアレルギー発症（喘鳴、喘息、皮膚炎、花粉
症、アレルギー性鼻炎、食物アレルギー）との関連が認められなかった。今後、母体鉄レベルを反映するより適切
なバイオマーカーを用い、さらなる研究が必要である。
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本検討では、妊娠中母親のヘモグロビン、ヘマトクリットと食事による鉄摂取が子どものアレルギー発症に影響を
与えるかどうかを明らかにすることを目的とした。

子どもの健康と環境に関する全国調査(エコチル調査）の3歳全固定データを用い分析した。1、2と3歳エコチル参加
者（単胎児）を対象とした。エコチル調査の質問票により、曝露因子、交絡因子とアウトカムを定義した。リスク因子
の多変量解析にロジスティック回帰分析を行った、また傾向スコアによるマッチングをしたデータセットを用いモデル
を構築した。反復測定データに関しては、一般化推定方程式（GEE）を行った。

合計91,247の母子ペアのデータが収集されました。妊娠中低ヘモグロビンとヘ低マトクリットの割合は、それぞれ
14.0％（95％信頼区間13.7–14.2％）と12.5％（12.3–12.8％）でした。交絡因子を調整した後、妊娠中低ヘモグロビン/
低ヘマトクリットは小児アレルギー発症と関連していなかった。また妊娠中食事による鉄摂取と3歳児のアレルギー
との関連が認められなかった。傾向スコアマッチングしたデータセットを用い構築したモデルとＧＥＥモデルは同じ結
果を示した。


